
平成18年度における随意契約の見直し状況のフォローアップについて

１．随意契約見直し計画の概要

随意契約見直し計画は、政府の契約は競争入札が原則であり、随意契約は例外との原点に立ち帰り、平成

17年度に締結した随意契約について点検・見直しを行い、随意契約によることが真にやむを得ないものを除き、

可能なものから速やかに一般競争入札等による契約に移行することとしたものである。

２．フォローアップの結果

平成18年度実績は平成17年度実績に比較して、

①競争性のある契約方式においては、金額で約403億円、件数で1,248件それぞれ増加

②競争性のない随意契約においては、金額で約196億円、件数で328件それぞれ減少

している。
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1,892億円（3,281件）
17年度実績

競争入札
金額24億円 (件数239件) 競争入札

金額213億円 (件数377件)

2,099億円（4,201件）
18年度実績

企画競争等
金額1,088億円 (件数3,129件)

企画競争等
金額874億円 (件数2,019件)

競争性のない随意契約
金額 994億円 ※【53%】
（件数 1,023件 ※【31%】）

競争性のない随意契約
金額 798億円 ※【38%】
（件数 695件 ※【17%】)

競争性のある
契約方式合計

金額 ※【62%】
1,301億円
件数 ※【83%】
3,506件

競争性のある
契約方式合計

金額 ※【47%】
898億円

件数 ※【69%】
2,258件

（注）図中の「企画競争等」は不落・不調随契、企画競争及び公募を実施したものである。
（注）図中の※【 】書は、当該年度における「競争性のある契約方式」又は「競争性のない随意契約」の契約全体に占める割合である。

対前年度増▲減

金額 ※【＋15%】
403億円増

件数 ※【＋14%】
1,248件増

○ 17年度実績では、契約全体の約5割（金額ベース）であった「競争性のある契約方式」が、18年度実績に
おいては、約403億円（1,248件）増加し、契約全体に占める割合では、１5ポイント（金額ベース）増加している。

①平成18年度における競争性のある契約方式の状況



○ 18年度実績は、「随意契約見直し計画」を策定した初年度であり、年度途中から見直しを進めてきたと ころ
であるが、「競争性のない随意契約」が、前年度実績に比して約196億円（328件）減少し、随意契約全体に占
める割合では、約11ポイント（金額ベース）減少している。

②平成18年度における随意契約の状況

17年度実績 18年度実績

競争性のない随意契約
259億円（241件）競争性のない随意契約

374億円（386件）

企画競争・公募等
719億円（1,218件）

所
管
公
益
法
人
等
と
の
随
意
契
約

そ
の
他
の
者
と
の
随
意
契
約

競争性のない随意契約
620億円（637件）

競争性のない随意契約
539億円（454件）

不落・不調随契、
企画競争を実施企画競争等

316億円（1,386件）

随意契約計
1,867億円(3,042件)

随意契約計（競争入札等を除く）
1,886億円（3,824件）

企画競争・公募等
369億円（1,911件）

競争性のない随意契約
84億円（69件）

企画競争・公募
720億円（735件）

競争性のない随意契約
471億円（269件）

企画競争・公募
245億円（1,316件）

見直し計画（17年度実績ベース）

競争性のない
随意契約合計

金額 ※【53%】
994億円
件数 ※【34%】
1,023件

随意契約計（競争入札等を除く）
1,520億円(2,389件)

競争性のない
随意契約合計

金額 ※【42%】
798億円
件数 ※【18%】
695件

競争性のない随意契約合計
金額 ※【36%】 555億円
件数 ※【14%】 338件

競争入札等

競争入札等

競争入札等
220億円（438件）

競争入札等
128億円（215件）

対前年度増▲減

金額
※【▲11ﾎﾟｲﾝﾄ】
▲196億円

件数
※【▲16ﾎﾟｲﾝﾄ】
▲328件

（注）図中の「企画競争等」は不落・不調随契、企画競争及び公募を実施したものである。
（注）図中の※【 】書は、当該年度における「競争性のない随意契約」の随意契約全体に占める割合である。

企画競争等
557億円（633件）
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